
北区岩淵周辺地区
かわまちラボ

令和８年７月７日

ー第４回 ② ー
16:45〜17:45 第一部の振り返り、活動の推進体制について



第４回かわまちラボ
日時 令和８年７月７日（火）１６時４５分〜 １７時４５分
場所 荒川下流河川事務所１階 アモアホール

北区岩淵周辺地区

次第

１．本日の活動の振り返り

２. 活動体制について



１．本日の活動の振り返り



１.１ 本日の活動内容について
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１.１ 本日の活動内容について

検証① パッケージプログラムの検証（13︓15〜）※岩淵リバーステーション

検証② 水上アクティビティの運営検証（14︓10〜） ※ボードウォーク付近、中之島

検証③ パルクールの実演（14︓10〜／18︓50〜）※BBQ場

・荒川下流河川事務所と観光ボランティアガイドのご協力のもと、検証を実施
・水上（かわ）から、河川敷を眺めながら、荒川の歴史を体験するプログラムを試行

・株式会社SOTOLABOのご協力のもと、検証を実施
・水上へのアクセス路、入水ポイントや安全性の検証

・NEWTAROSのご協力のもと、広場空間の新たな活用方策の検証
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（参考） 広場整備について

親水護岸（整備位置）
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（参考） 広場整備について
親水護岸（整備案）
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（参考） 広場整備について
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１.２ 本日の振り返りについて
本日確認したい事項

A案︓デッキ活用・現況
デッキを残して活用する。
上流側の親水護岸により水
辺に近寄れる場を創出する。
親水護岸背面にたたずめる
スペース・滞留できる場を
創出する。

B案︓デッキ撤去・管理
用通路設置
デッキを撤去し、旧閘門への
流れを阻害しない法線形状で
親水護岸（高水敷）、管理用
通路を整備する。高水敷と管
理用通路により、たたずめる
スペース・滞留できる場、親
水護岸により水辺に近寄れる
場を創出する

確認事項① 本日の活動に関する感想・意見
⇒（確認ポイント）参加者、実施者それぞれの立場でお聞かせください。

確認事項② 水上アクティビティの体験を通じて
親水護岸のA案、B案どちらが望ましいか

⇒（確認ポイント）水上の活用、水辺の日常利用の観点で、お聞かせください。
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(参考) 現地検証シート︓親水護岸について

現地検証（確認）ポイント

• 親水護岸までの移動について
（アモア、駐車場、BBQ場）

• 水上アクティビティに必要な環境
（機材の貸出、更衣室など）

• 親水護岸周辺の滞在空間について
（水上アクティビティの利用者視点）
（水辺空間の滞在者視点）

• 親水護岸の安全な利用について
（階段の形状、デッキの必要性など）



２．活動体制について
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２.１ 現在の体制について

推進主体

かわまち推進検討会
【推進部会】
かわまちラボ

国土交通省（荒川下流河川事務所）
東京都

河川管理者

参画

協働北区

地域住民

民間事業者

連携

連携

かわまちづくり計画に基づく取組み
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２.１ 現在の体制について

かわまちラボの
活動目的

（１）かわとまちの回遊性強化
（２）エリアの魅力発信・PR
（３）かわとまちの公共空間活用
（４）担い手の発掘・育成

かわまちラボの
活動目的
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２.１ 現在の体制について

かわまちラボの
活動目的

かわまちラボの
活動目的

・占用区域内（岩淵関緑地等）のイベント利用については、区へ公園占用願を提出

・占用区域外のイベント利用については国へ一時使用届を提出

【条件】 （１）短期間（一ヶ月以内）であること

（２）工作物を設置しない（簡易なものは除く） （３）独占的な利用をしないこと

荒川 管理通路

管理通路

占用区域外
(一時使用届)

河川空間のオープン化区域

占用区域外
(一時使用届)

占用区域
（公園占用願）

河川空間のオープン化区域 河川空間のオープン化区域

北区 国 北区 国

区の占用区域 要 要 〇 ✕

区の占用区域外 不要 不要 要 ✕ 〇
荒川 国

対象河川 管理者 区域

申請方法
維持管理

河川法24条
（土地の占用の許可）

一時使用届（公園占用願）

（イベントで河川区域を利用する場合）

利用方法
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２.１ 現在の体制について

河川管理者
（荒川下流河川事務所）

占用主体（北区）

占用
許可

占用
届出

使用
届出

使用主体
（指定管理者）

使用
許可

許
可
・
受
理

（占用地以外）
一時使用届

実施（本日）

届出の流れ

（公園占用願）

申請方法
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（参考） 水上アクティビティ申請内容
申請内容（例︓今回）
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２.２ 体制の事例
岐阜県美濃加茂市「美濃加茂市かわまちづくり」

・船着場跡地に公園施設（BBQや広場等）を整備
・市と市民、指定管理者で構成する運営協議会で、かわまちづくりを推進
・指定管理者を中心に、各種団体が連携して、取組みを実施している
・地域資源を活かした官民共同によるプログラム（川遊びやBBQ、プレイパーク等）を実施

※「かわまち大賞資料」を参考に作成

◇推進体制

木曾川上流河川事務所

〔河川管理者〕

中之島公園利活用共同体

（指定管理者）

運営協議会

市民協議会

市

占用

許可

許可

申請

地元活動団体

ボランティア団体

連絡

調整

連携

連絡

調整

連携

指定管理者の募集・選定

参加

参加

参加（事務局）

※出典「かわまち大賞資料」



14

２.２ 体制の事例
千葉県浦安市「境川かわまちづくり」

・市の町を全て貫く、市のシンボル的な河川（従来、カヌーや水辺の活動を実施）
・「協議会」と「進める会」の２つの組織で、かわまちづくり（活動）を推進
・進める会に『テーマ別部会』を設置し、学校や活動団体、事業者のメンバーが参加
・活動に合わせて、出店者やイベント利用者と別途、調整・連携している

※出典：浦安市資料、浦安市HP

◇推進体制
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２.３ 今後の活動体制について

かわまち推進検討会
【地域合意の場】

【主体連携の場】

活動
団体

活動
団体

活動
団体

【役割】かわとまちの一体利用、協働による新たなプログラム実施

連携

活動
団体

参加

かわまちラボとしての関わり方（案）

※オープン化区域のエリア別の活動部会等の必要性は別途検討
※事務局等、運営体制については別途整理

かわまちラボ

事
務
局
と
し
て
参
加
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2.４ ラボメンバー以外の関わり方の事例

新潟県・新潟市（右岸）「ミズベリング信濃川やすらぎ提（かわまちづくり）」

・施設使用者として選定された民間事業者が主体となり、一定期間で、出店者を募集・選定
・右岸は使用料（出店費）を設定、左岸は使用料は無料（原則）
・左岸では市が占用主体として、使用契約を別途締結し、使用が可能

◇推進体制

※出典：国土交通省かわまちづくり大賞資料
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2.４ ラボメンバー以外の関わり方の事例

千葉県・浦安市「境川かわまちづくり」

・地域主体による運営管理を目指し、段階的な推進体制を検討・実践中
・立ち上げからの有志による活動体制から、実践組織として、部会の設立・登録制度を導入
・「会費」の徴収はなし、「使用料」の徴収はあり（進める会に支払い）

◇推進体制

※出典：境川かわまちづくり協議会資料

※出典：境川かわまちを進める会資料
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２.5 本日の意見交換について

確認事項 ラボメンバー以外の活動団体等の巻きこみ方
⇒（確認する上での視点）かわまちづくりやラボの活動にどう関わっていただくか

本日確認したい事項


